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第１条 この規程は、和歌山大学教育機構学術情報センター図書館利用規程第１９条の規定に

基づき、和歌山大学教育機構学術情報センター図書館（以下「図書館」という。）が受託する

文献複写のうち、学内の部局等の依頼でその経費を移算するものを除いたものについて定

める。 

第２条 前条の文献複写は、図書館所蔵の文献資料を教育、研究又は学習等の用に供するこ

とを目的とする場合に限って受託することができる。 

第３条 文献複写を依頼しようとする者は、あらかじめ所定の申込書を提出することにより、

又は国立情報学研究所が提供する ILL システムを利用することにより、館長へ申し込むも

のとする。 

２ 館長は、次の各号に掲げる場合においては当該複写を断ることができる。 

（１）  著作権法（昭和４５年法律第４８号）に定めのある範囲を逸脱又はその危険があ

ると認められる場合 

（２） 文献資料を損傷するおそれがある場合 

（３） その他館長が適当でないと認めた場合 

第４条 文献複写を依頼した者は、前条第２項に該当する場合、又は別に定める場合を除き、

文献複写料金を前納しなければならない。 

２ 一旦納付した料金は、返還しない。 

３ 第１項の規定にかかわらず、国立情報学研究所が提供する ILL 文献複写等料金相殺サー

ビスに係る文献複写料金の決済については、国立情報学研究所が定めるところによる。 

第５条 文献複写料金は、別表のとおりとする。 

第６条 この規程に定めるもののほか、当館が受託する文献複写に関し必要な事項は、別に

定める。 

   附 則 

 この規程は、昭和４５年４月１３日から施行する。 

   附 則（昭和５１年６月１８日一部改正） 

 この改正規程は、昭和５１年６月１８日から施行し、昭和５１年４月１日から適用する。 

   附 則（昭和５３年１０月２７日一部改正） 

 この改正規程は、昭和５３年１０月２７日から施行する。 

   附 則（昭和６２年９月２５日一部改正） 

 この改正規程は、昭和６２年９月２５日から施行し、昭和６２年９月１日から適用する。 

   附 則（平成元年６月２日一部改正） 

 この改正規程は、平成元年６月２日から施行し、平成元年４月１日から適用する。 

   附 則（平成元年９月２２日一部改正） 

 この改正規程は、平成元年９月２２日から施行し、平成元年９月１日から適用する。 

   附 則（平成２年５月１１日一部改正） 

 この改正規程は、平成２年５月１１日から施行し、平成２年４月１日から適用する。 
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   附 則（平成９年７月７日一部改正） 

 この改正規程は、平成９年７月７日から施行し、平成９年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１１年５月２０日一部改正） 

 この改正規程は、平成１１年５月２０日から施行し、平成１１年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１６年４月１日一部改正：法人和歌山大学規程第１６７号） 

 この改正規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年６月１日一部改正：法人和歌山大学規程第６４７号） 

 この改正規程は、平成１９年６月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年６月２７日一部改正：法人和歌山大学規程第１５３７号） 

この改正規程は、平成２６年７月１日から施行する。 

附 則（平成２７年８月３日一部改正：法人和歌山大学規程第１６８８号） 

この改正規程は、平成２７年８月３日から施行する。 

附 則（平成２９年３月２４日一部改正：法人和歌山大学規程第１９０３号） 

この改正規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年６月２３日一部改正：法人和歌山大学規程第２６６５号） 

この改正規程は、令和５年７月１日から施行する。 
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別表  

文献複写料金表 

種別 単位 料金 

学内者の場合 学外者の場合 

電子式複写方式 Ａ３判以下（モノクロ） １枚 ２０円 ３５円 

Ａ３判以下（カラー） １枚 ６０円 ８０円 

リーダープリンター Ａ３判以下 １枚 ２０円 ３５円 

通信費・送料 実費 

 

備考 

１．上記料金はすべて消費税を含む。 

２．「学内者の場合」とは、学内者（国立大学法人和歌山大学の教職員及び学生をいう。以

下同じ。）からの文献複写の申し込みを受託する場合をいう。 

３．「学外者の場合」とは、学内者以外の者からの文献複写の申し込みを受託する場合をい

う。 

４．上記文献複写料金表以外の方式による場合は、実費を徴収する。 


